
はじめに
　三浦（2023）の観察記録（8）に続き島根県内に
おいて採集した植物について染色体数を報告する．
　今回は 8種について報告する．

材料と方法
　染色体観察を行った植物は野外から採集し，宍
道湖グリーンパーク内において，栽培用ビニール
ポットに移植し，栽培した．そして，染色体の観
察方法は，三浦（2014）と同様に行った．染色体
数を明らかにした個体は標本として，ホシザキ野
生生物研究所に保存する．

結果と考察
Nymphaeaceae

コウホネ Nuphar japonica DC.

染色体数：2n＝34（Fig. 1A）
採集地：出雲市斐川町直江

　原田（1952），中田・長井（1998）は，2n＝34
を報告している．今回の観察もこれまでの報告と
一致していた．

Chloranthaceae

フタリシズカ Chloranthus serratus （Thunb.） Roem. 

et Schult.

染色体数：2n＝30（Fig. 1B）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　Sugiura（1931）は 2n＝28 を報告している．一
方，西川（1985），Okada（1995）および Hizume 

and Shibata（2016）は 2n＝30 を報告している．
　今回の観察は 2n＝30 で，西川（1985），Okada

（1995）および Hizume and Shibata（2016）の報
告を支持した．

Liliaceae

ササユリ Lilium japonicum Houtt.

染色体数 2n＝24（図 1C）
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採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　ササユリの染色体数について Sato（1932）は
2n＝26 と報告しているが，この染色体数の内 2
本は，染色体断片であると述べていることから，
2n＝24＋2Bと考えられる．また，Noda（1974）
は，石川県医王山産の個体について，2n＝24＋0
－4Bが確認されてそれらの減数分裂の行動を報
告している．
　今回の観察結果は 2n＝24 であり，これまでの
報告と一致していた．

Commelinaceae 

ヤブミョウガ Pollia japonica Thunb.

染色体数：2n＝32（Fig. 1D）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　これまでに箕作（1947）は 2n＝38，藤島（1970）
は京都府，愛媛県，高知県，鹿児島県の個体を用
いて 2n＝32 を報告している．
　今回の観察結果は，藤島（1970）の報告を支持
した．

Violaceae

スミレサイシン Viola vaginata Maxim.

染色体数：2n＝24（図 1E）
採集地：雲南市掛合町入間
　これまでにMiyaji（1929）および西川（1989）
が 2n＝24 を報告している．
　今回の観察結果は，これまでの報告と一致して
いた．

Onagraceae

ミズユキノシタ Ludwigia ovalis Miq. 

染色体数：2n＝32（Fig. 1F）
採集地：出雲市美野町
　Raven and Tai（1979）は，鹿児島産の個体を
用いて n＝16 を報告している．今回の観察結果
もこれまでの報告を支持した．

Asteraceae 

ホソバワダン Crepidiastrum lanceolatum （Houtt.） 
Nakai

染色体数 2n＝10（図 1G）
採集地：出雲市釜浦町
　これまでに Ishikawa（1916）と石川（1921）
は n＝5を報告している．また，Pak and Kawano

（1990）は和歌山県産の個体で，Kokubugata and 

Matsumoto（1999）は沖縄県産の個体で 2n＝
10 を報告している．さらに，台湾産の個体とし
て Chuang et al.（1962）は n＝5，Peng and Hsu

（1978）は 2n＝10 を報告している．
　今回の観察結果もこれまでの報告と一致した．

Araliaceae

ハリギリ Kalopanax septemlobus （Thunb.） Koidz.

染色体数：2n＝48（図 1H）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　Sokolovskaya（1966）はロシア産の個体を用い
て，また Sun et al.（1988）は韓国産の個体を用
いて，いずれも 2n＝48 を報告している．
　今回の観察結果は，これまでの海外産の報告と
一致した．
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図 1　島根県産植物の染色体画像．A; コウホネ Nuphar japonica 2n＝34，B; フタリシズカ Chloranthus serratus 2n＝30， 
C; ササユリ Lilium japonicum 2n＝24，D; ヤブミョウガ Pollia japonica 2n＝32，E; スミレサイシンViola vaginata 2n＝24， 
F; ミズユキノシタ Ludwigia ovalis 2n＝32，G; ホソバワダン Crepidiastrum lanceolatum 2n＝10，H; ハリギリ Kalopanax 
septemlobus 2n＝48．スケールバーはすべて 5 µm．
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Appendix. Chromosome number and collection localyties of studied taxa in Shimane Prefecture

Taxon Family Collection locality
Chromosome
number （2n）

Nuphar japonica Nymphaeaceae Izumo City, Hikawa-cho, Naoe 34
Chloranthus serratus Chloranthaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Yamagata, Shakunouchi Park 30
Lilium japonicum Liliaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Yamagata, Shakunouchi Park 24
Pollia japonica Commelinaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Yamagata, Shakunouchi Park 32
Viola vaginata Violaceae Un-nan City, Kakeya-cho, Iruma 24
Ludwigia ovalis Onagraceae Izumo City, Yoshino-cho 32
Crepidiastrum lanceolatum Asteraceae Izumo City, Kamaura-cho 10
Kalopanax septemlobus Araliaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Yamagata, Shakunouchi Park 48
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